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和気町手数料徴収条例の一部改正
町民の利便性の向上や役場窓口の混雑緩和に向けて
コンビニ交付サービス手数料が２００円から１０円に

12月議会の動画　
一覧はここから

←
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この議会定例会では、条例関係12件、補正予算11件、町道路認定1件が原案ど
おり可決されました。主な内容は次のとおりです。

令和５年４月１日から、多機能端末機（コンビニのマルチコピー機）による印鑑証明、税の
証明および住民票の写しの交付手数料が１通につき１０円に変更になります。
ただし、このサービス利用にはマイナンバーカードが必要です。
なお、役場窓口での交付はこれまでどおり２００円です。

和気町教育振興基金条例の制定
ボートレースチケットショップ岡山わけの売上げの一部が和気町に納付されています。こ
のお金の使途をわかりやすくし有効に活用していくための基金を作ります。
この基金は、学校教育、社会教育、芸術文化、スポーツなどの振興に使います。

和気町放置自動車等の発生防止及び適正な処理に
関する条例の制定
公共の場（道路や駐車場など）の機能や、町民の快適な生活環境を守っていくために、放置
自動車等の発生防止や適正な処理を行うための条例ができました。放置自動車等の処理
の流れは次のとおりです。

令和４年12月７日から15日までの９日間
和気町議会定例会が開催されました。

放置自動車等処理フロー

所有者判明 所有者不明 所有者判明 所有者不明

移　動・保　管

保管自動車引取通知 告　　示

放置自動車発見・通報

現　場　確　認

調査・警告書張り付け

告　　示
対 策 協 議 会

廃物と認定

町 が 廃 棄 等 の 処 分

準廃物と認定

告　　示

撤去等勧告

撤去等命令

移動・保管

告　発　等

費 用 請 求



和気町・赤磐市の一部の事務を共同で行うため、一部事務組合を設置しています。
一部事務組合の議会は、構成する和気町・赤磐市の議会から選出された議員が、予算や決算などについて
審議します。

組　合　名 議　　案　　の　　件　　名 審議結果

令和４年度和気老人ホーム組合会計補正予算（第２号）について

令和４年度和気北部衛生施設組合会計補正予算（第２号）に
ついて

令和４年度和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合会計補正予算
（第２号）について

原案可決

原案可決

原案可決

和気老人ホーム組合

和気・赤磐し尿処理施設
一 部 事 務 組 合

和気北部衛生施設組合

（令和４年12月２２日開催）

出産・子育て応援交付金 ……………………４００万円

p.3 わけ議会だより67号

学校生活において内閣、文部科学省、厚生労働省の方針に則ったマスクの自由化や
黙食の緩和が徹底されるよう求める請願書
提出者：全国有志子どもを思う会岡山支部　高橋 加代 ▶審査結果：全会一致で趣旨採択

何処の中学生も自由にクラブ活動ができるように求める意見書の提出を求める請願書
提出者：大富 謙司 ▶審査結果：全会一致で趣旨採択

（12月定例会）請 願 ・ 陳 情

妊娠期から出産・子育てまで様々なニーズに即した支援を行う「伴走型支援相談」と、「経
済的支援（妊娠届と出生届の提出時に各５万円を給付）」を継続的に実施していきます。
対象者は令和４年４月１日以降に出産した人です。

一部事務組合議会
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12月定例会の動画①→12月定例会の動画③→ 12月定例会の動画②→

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

に
つ
い
て今

西 

宏
康 

議
員

問 

国
の
補
正
予
算
に
基

づ
く「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
」で
あ
る

が
、メ
ニ
ュ
ー
は
他
の

自
治
体
と
同
一
な
の

か
。自
治
体
間
で
支
給

方
法
な
ど
違
い
は
あ

る
の
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
　

ギ
フ
ト
か
現
金
か
と

い
う
違
い
は
あ
る
が
、

全
国
規
模
の
事
業
な

の
で
今
年
度
か
ら
一

律
に
支
給
さ
れ
る
。妊

婦
に
５
万
円
、出
産
児

一
人
に
つ
き
５
万
円

で
あ
る
。

物
価
高
騰
対
策
は
考
え
て
い

な
い
の
か居

樹 

　
豊 

議
員

問 

国
の
第
２
次
補
正
予

算
に
伴
い
、
６
４
０
０

万
円
の
普
通
交
付
税

は
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
広
く
町
民
の
た

め
の
支
援
と
し
て
有

効
活
用
出
来
な
い
の

か
。

答 

海
野 

財
政
課
長

　
　

時
期
的
な
こ
と
も
あ

り
、具
体
的
に
は
検
討

し
て
い
な
い
が
、財
政

調
整
基
金
へ
積
み
立

て
て
、有
効
活
用
し
て

い
き
た
い
。

普
通
交
付
税
の
増
額
は

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

国
の
第
２
次
補
正
予

算
が
確
定
し
、
６
４

0
0
万
円
普
通
交
付

税
等
が
増
え
た
。そ
の

内
4
0
0
万
円
を
子

育
て
支
援
に
活
用
し
、

残
り
6
0
0
0
万
円

は
来
年
度
以
降
に
貯

金
し
て
い
く
の
か
。

答 

海
野 

財
政
課
長

　
　

こ
の
普
通
交
付
税
は
物

価
高
騰
に
対
す
る
も
の

で
、
子
育
て
支
援
の
補

助
金
は
事
業
費
に
対
し

て
国
か
ら
2
／
3
、
県

か
ら
1
／
6
が
交
付
さ

れ
る
。

和
気
町
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
手
数
料
の
変
更
は

安
東 

哲
矢 

議
員

問 

コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
す

る
と
手
数
料
が
10
円

に
な
る
が
２
年
間
の

限
定
で
あ
る
。そ
れ
以

降
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

鈴
木 

住
民
課
長

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
促
進
の
た
め
、

２
年
間
の
限
定
に
し
て

い
る
。そ
れ
以
降
は
そ

の
時
の
普
及
状
況
を
み

て
判
断
し
た
い
。

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

定
年
延
長
に
伴
う
新

規
採
用
者
へ
の
影
響
は
。

答 

永
宗 

総
務
課
長

　
　

全
体
の
職
員
の
所
要

人
数
、
要
員
等
の
点
を

十
分
検
討
し
た
上
で

新
規
採
用
は
実
施
し

て
い
く
。

和
気
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正

西
中 
純
一 

議
員

問 

こ
の
条
例
に
よ
り
結

果
と
し
て
和
気
町
の

財
政
の
支
出
が
い
く

ら
増
え
る
か
。

答 

永
宗 

総
務
課
長

　
　

本
俸
、
勤
勉
手
当
期
末

手
当
、
特
別
職
の
期
末

手
当
に
関
連
し
て
共
済

費
負
担
に
影
響
は
出
る

が
試
算
は
出
来
て
い
な

い
。申
し
訳
な
い
。

和
気
町
非
常
勤
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

放
置
自
動
車
等
対
策

協
議
会
の
学
識
経
験

者
と
は
。

答 

永
宗 

総
務
課
長

　
　

法
的
専
門
家
と
し
て

弁
護
士
を
予
定
し
て

い
る
。ま
た
、
そ
の
他

委
員
と
し
て
自
動
車

関
連
の
知
識
の
あ
る

方
を
想
定
し
て
い
る
。

和
気
町
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
分
担
金
徴
収

条
例

西
中 

純
一 

議
員

問 

佐
伯
の
竪
町
急
傾
斜

地
対
策
事
業
は
該
当

し
な
い
の
か
。

答 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　
　

県
の
事
業
な
の
で
該

当
し
な
い
。

令
和
４
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

条 

例



p.5 わけ議会だより67

12月定例会の動画④→12月定例会の動画⑤→12月定例会の動画⑥→

和
気
町
教
育
振
興
基
金

条
例

そ
の
ま
ま
基
金
に
積
め
な

い
の
か

今
西 
宏
康 

議
員

問 

一
般
会
計
予
算
で
教

育
振
興
に
使
っ
た
残

り
を
基
金
に
積
む
と

言
う
が
、
不
透
明
感
が

あ
る
。こ
の
際
倉
敷
市

か
ら
の
「
環
境
整
備
協

力
費
」
を
そ
の
ま
ま
基

金
に
し
た
ら
使
途
が

明
確
に
な
っ
て
良
い

の
で
は
な
い
か
。

答 

永
宗 

総
務
課
長

　
　
環
境
整
備
協
力
費
を

一
旦
基
金
に
積
む
と
、

基
金
か
ら
ま
た
歳
入

予
算
に
繰
り
入
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
歳

出
で
具
体
的
に
使
途

が
決
ま
っ
て
い
る
お

金
は
、
基
金
に
積
み
立

て
る
こ
と
な
く
直
接

使
え
る
予
算
組
み
で

行
い
た
い
。

　
　
有
利
な
有
価
証
券
と
は

山
本
　
稔 

議
員

問 

基
金
に
属
す
る
現
金

は
必
要
に
応
じ
最
も

確
実
か
つ
有
利
な
有

価
証
券
に
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
あ
る

が
、
ど
ん
な
も
の
に
換

え
る
の
か
。

答 

清
水 

会
計
管
理
者

　
　
国
債
や
地
方
債
を
購

入
し
て
運
用
に
充
て

る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

家
庭
教
育
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
財
源
は

尾
崎 
智
美 

議
員

問 

「
基
金
は
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
芸
術
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
等
（
中
略
）

の
財
源
に
充
て
る
」
と

あ
る
が
、
家
庭
教
育
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
関
し
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
等
の
「
等
」
に
含
ま

れ
る
と
の
解
釈
は
可

能
か
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　
　
現
時
点
で
は
具
体
的

な
事
業
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。教
育
振
興
に
係

る
も
の
に
充
て
た
い
と

い
う
こ
と
で「
等
」を
入

れ
て
い
る
。

基
金
の
内
容
と
使
途
は

居
樹 

　
豊 

議
員

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
環
境
整
備

協
力
費
は
年
間
約
２
７

0
0
万
円
が
想
定
さ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
。

答 

万
代 

教
育
次
長

　
　
来
年
度
か
ら
運
用
す

る
の
で
、
教
育
振
興
に

充
て
る
財
源
と
考
え

て
い
て
、
残
額
を
基
金

に
積
み
立
て
る
よ
う
、

現
在
考
え
て
い
る
。

神
﨑 

良
一 

議
員

問 
環
境
整
備
協
力
金（
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ
ト
の

売
上
金
の
1
%
）
を
全

額
基
金
に
積
み
立
て

な
い
の
か
。そ
の
一
部

は
和
気
閑
谷
高
校
の

魅
力
化
に
使
え
る
の

か
。

答 

海
野 

財
務
課
長

　
　
和
気
閑
谷
高
校
の
魅

力
化
事
業
を
含
む
教

育
関
係
の
費
用
と
し

て
活
用
し
、
残
っ
た
額

を
基
金
に
積
み
立
て

て
い
く
。

和
気
町
放
置
自
動
車
等

の
発
生
の
防
止
及
び
適

正
な
処
理
に
関
す
る
条

例第
一
種
原
動
機
付
自
転
車

は
含
ま
れ
る
か

尾
崎 

智
美 

議
員

問 

自
動
車
等
の
説
明
が

第
二
種
原
動
機
付
自

転
車
と
あ
る
が
、
排
気

量
50
c
c
以
下
の
ス

ク
ー
タ
ー
な
ど
の
第

一
種
原
動
機
付
自
転

車
は
対
象
に
含
ま
れ

な
い
の
か
。

答 

永
宗 

総
務
課
長

　
　
平
成
26
年
の
条
例
第

14
号
に
「
和
気
町
自
転

車
等
の
放
置
防
止
に

関
す
る
条
例
」
が
既
に

制
定
さ
れ
て
い
る
。そ

こ
に
自
転
車
や
原
動

機
付
自
転
車
が
定
め

ら
れ
て
い
て
、
そ
の
条

例
で
対
応
可
能
で
あ

る
。今
後
整
理
し
て
い

き
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
活
用
は

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

放
置
自
動
車
の
定
義

の
日
数
は
14
日
と
あ

る
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
が

あ
れ
ば
効
果
的
に
分

か
る
の
で
は
。

答 

永
宗 

総
務
課
長

　
　
基
準
が
必
要
と
な
る

の
で
14
日
と
し
た
。実

際
は
管
理
す
る
職
員

や
一
般
の
方
か
ら
の

通
報
が
あ
れ
ば
そ
こ

か
ら
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

和
気
町
長
等
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

誤
徴
収
の
内
容
は

神
﨑 

良
一 

議
員

問 

町
長
等
の
給
与
を
減

額
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
に

至
っ
た
誤
徴
収
の
具

体
的
な
内
容
と
、
そ
の

原
因
と
対
策
は
。

答 

永
宗 

総
務
課
長

　
　
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た

確
定
申
告
の
デ
ー
タ
に

つ
い
て
、担
当
職
員
が
適

正
な
時
期
に
事
務
処
理

を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。今

後
は
複
数
の
職
員
で
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
構
築

す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。

税
理
士
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク

は

今
西 

宏
康 

議
員

問 

誤
課
税
予
防
の
た
め
、

税
理
士
等
が
チ
ェ
ッ

ク
し
て
は
い
け
な
い

の
か
。

答 

永
宗 

総
務
課
長

　
　
税
務
課
が
指
導
を
受

け
る
の
は
税
務
署
か

ら
で
あ
り
、
税
理
士
等

専
門
職
が
税
事
務
の

内
容
を
確
認
す
る
こ

と
は
行
っ
て
い
な
い
。
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視察研修報告  ～総務文教常任委員会～
テーマ 川本町と県立島根中央高校の高校魅力化について

島根県川本町

令和４年１０月３１日～１１月１日

１日目　川本町の説明から考察

視察地

視察月日

町の取り組み項目「人（人材）、金（資金）、協働（対等に協
力して働く）」
【人】高校魅力化コーディネーター
　　（地域おこし協力隊）を７名配置。
　　生徒募集、男子・女子寮の運営、男子・女子硬式野
　　球部の魅力化など
【金】通学利用区間の公共交通機関交通費を全額助成
　　硬式野球部屋内練習場の整備、学習交流センター
　　（男子寮）の整備、まちごと魅力化センター（女子寮）
　　の整備など
【協働】町役場に高校支援室を設置、高校内に町のコーディネーター室を設置
川本町は、県立島根中央高校を町のシンボルとする取り組みを行うため、地元住民の
理解を得る努力をしながら、強力に高校魅力化を進めている。今後の和気町における
和気閑谷高校の魅力化に向けて大変勉強になり、川本町の熱意を強く感じた。

２日目　高校及び学生寮の視察見学から考察

島根中央高校は、平成１９年４月に２校が統合し、新
たに開校されている。高校の敷地内には、県立の男子
寮と、女子寮が併設されている。
また、町内には、廃校の旧小学校校舎を活用した町営
の男子寮と町が整備、運営し、高校の近くの旧役場庁
舎跡地には寄宿舎（まちごと魅力化センター）を、町
が建設整備し、町営の女子寮として運営している。
３つの寮運営は、地域の協力もあり円滑な運営がな
されていて、住民の雇用機会の創出に繋がっている。

視察の成果
岡山県教育委員会は、新入生が一定数を下回った状態が続く県立高校の再編（統廃合）
対象について、自治体内で１校のみとなっている県立高校（和気閑谷高校を含む）を対
象から外すこととなったが、和気町議会では引き続き和気閑谷高校の魅力化に向けて
支援していきたい。

　生徒数の減少が続き県立高校がなくなると、町はより一層衰退する。その危機感を
持った町（地域）が、県立島根中央高校との協働事業（高校魅力化プロジェクト）を10
年前にスタートさせ、高校は今も存続し、全国様々な地域から生徒が入学している。

人工芝に改修された町民体育館
（硬式野球部屋内練習場）

旧役場庁舎跡地には寄宿舎（女子寮）

まち

まち

まち
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視察研修報告  ～厚生産業常任委員会～
テーマ 道の駅、木質バイオマス発電所、クリーンセンター、子育て支援

愛媛県内子町及び今治市、広島県府中市

令和４年１１月１７日～１１月１８日

１日目　愛媛県内子町

視察地

視察月日

　道の駅「内子フレッシュパークからり」
吊り橋が掛かる清流のそばに開設されていて、店内は地元農産物の直売スペースや
工芸品の販売、地元食材をいかしたレストランなどがあり、売上げは全国の道の駅
の中でベストテンに入っている。　
　内子龍王バイオマス発電所
内子町は古くから林業が盛んで、町はバイオマスタウン構想をたちあげ、地元産針葉
樹の間伐材から木質ペレットを製造して、これを燃料
にした小型高効率木質バイオマス発電事業により、地
域に持続可能なエネルギーと経済の循環を構築する
取組を進めている。木質ペレットをガス化ユニットで
可燃性ガスに生成し、そのガスを燃料に発電ユニット
のエンジンを回して、電力と熱をつくり出している。
発電所で発生する熱は、隣接する宿泊施設及びフィッ
トネス施設へ供給されている。この電力は四国電力に
売却もしていて、エネルギー効率７０％以上を達成し
ている。

２日目　愛媛県今治市及び広島県府中市
　今治市クリーンセンター　バリクリーン
バリクリーンは、今治市内に４施設あった処理場を統合するため、総事業費約１２８億
円で５年かけ平成３０年３月に完成している。施設の設計、建設、運営は公設民営の方式
で運営業務は民間委託で行われ、可燃ごみの処理は１日２４時間可動で１７４トン、焼
却灰はセメント原料として再利用している。焼却により発生した熱を利用して発電も行
い、施設消費電力の全てと、隣接する公共施設へも供給を行い、余った電力は四国電力に
売却している。施設内には体育館をはじめ広い床面が配備されていて、有事の際には広
域避難所として市民を受入れるとともに、非常食や飲
料水も備蓄している。

　府中市子育てステーション　ちゅちゅ
市内大型商業施設の２階フロアの一部が市へ無償譲
渡され、市は妊娠期から未就学期まで切れ目のない支
援体制を行うため、保健師、保育士、臨床心理士を配置
する「子育てステーション」を開設している。土・日、
祝日も開館して、子育て世帯の相談や、乳幼児健診を
実施している。

内子龍王バイオマス発電所

府中市子育てステーション　ちゅちゅ
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総
務
文
教

常
任
委
員
会

和
気
町
教
育
振
興
基
金

条
例問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
チ
ケ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
岡
山
わ
け
の
売

上
げ
の
一
部
が
和
気
町
に

対
し
て
年
間
2
0
0
0
万

円
か
ら
3
0
0
0
万
円
程

度
入
る
が
、
全
て
を
基
金

に
積
み
立
て
て
一
括
し
て

使
用
す
る
の
か
。あ
る
い

は
、
年
度
ご
と
に
い
ろ
い

ろ
な
教
育
関
係
の
経
費
に

充
当
し
て
い
く
の
か
。

答  

具
体
的
な
方
針
は
検

討
中
で
あ
る
が
、
教
育

の
た
め
に
積
み
立
て

て
い
く
の
で
、
町
民
に

対
し
て
見
え
る
化
が

必
要
で
あ
る
。

問 

こ
の
お
金
で
給
食
費
の

無
償
化
を
行
う
こ
と
に

は
賛
成
だ
。ま
た
、
和
気

中
学
校
と
佐
伯
中
学
校

の
生
徒
が
和
気
閑
谷
高

校
に
進
学
す
る
場
合
の

補
助
を
行
っ
て
は
。将
来

の
和
気
町
を
背
負
っ
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
に

使
っ
て
は
。

答  

給
食
費
の
段
階
的
な

無
償
化
に
活
用
し
た

い
。限
ら
れ
た
財
源
に

優
先
順
位
を
つ
け
な

が
ら
町
民
に
わ
か
る

形
で
や
っ
て
い
き
た

い
。現
在
、
和
気
閑
谷

高
校
の
存
続
に
向
け

て
取
組
ん
で
い
る
が
、

基
金
の
活
用
も
含
め

て
方
向
性
を
出
し
て

い
き
た
い
。

和
気
町
放
置
自
動
車
等

の
発
生
の
防
止
及
び
適

正
な
処
理
に
関
す
る
条

例問 

告
発
等
を
行
っ
て
費
用

請
求
す
る
際
、処
分
に
か

か
る
費
用
は
業
者
が
処

理
す
る
だ
ろ
う
が
、町
の

施
設
に
放
置
自
動
車
を

保
管
し
た
場
合
、費
用
の

基
準
が
あ
る
の
か
。

答 

現
在
基
準
等
は
規
定
し

て
い
な
い
が
、
住
民
の

迷
惑
や
危
険
を
及
ぼ
す

よ
う
な
場
所
に
放
置
さ

れ
た
場
合
に
、
庁
舎
の

駐
車
場
等
へ
移
動
す
る

作
業
が
発
生
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
当
該
所

有
者
へ
の
請
求
と
な
る
。

詳
細
な
こ
と
は
こ
れ
か

ら
決
め
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

問 

固
定
資
産
税
の
増
額
は
、

北
山
方
の
旧
ゴ
ル
フ
場

に
設
置
さ
れ
た
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
だ
ろ
う
が
、こ

れ
か
ら
何
年
間
に
な
る

の
か
。

答 

今
年
度
２
億
2
0
0
0

万
円
を
超
え
る
金
額
が

１
社
か
ら
入
っ
て
く
る
。

な
お
、
償
却
年
数
は
17

年
間
で
、
毎
年
度
一
定

率
の
減
価
償
却
が
な
さ

れ
、
税
額
は
年
々
減
額

に
な
っ
て
い
く
。

学
校
生
活
に
お
い
て
内
閣
、

文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働

省
の
方
針
に
則
っ
た
マ
ス

ク
の
自
由
化
や
黙
食
の
緩

和
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
求

め
る
請
願
書

問 

学
校
現
場
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

国
、
県
か
ら
の
通
達
に

よ
り
、
身
体
的
距
離
が

十
分
に
取
れ
な
い
と
き

は
原
則
マ
ス
ク
着
用
と

な
っ
て
い
る
が
、
活
動

場
所
や
活
動
場
面
に
応

じ
て
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

着
脱
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

学
校
・
園
に
指
示
を
し

て
い
る
。給
食
時
の
黙

食
に
つ
い
て
は
、
飛
沫

を
飛
ば
さ
な
い
、
換
気

を
行
う
、
机
を
向
か
い

合
わ
せ
に
し
な
い
な
ど

の
工
夫
を
行
い
、
大
声

で
の
会
話
は
し
な
い
な

ど
の
対
策
を
行
っ
た
う

え
で
、児
童
、生
徒
間
で

も
会
話
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
示
を
し

て
い
る
。

何
処
の
中
学
生
も
自
由
に

ク
ラ
ブ
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
書

意
見 

１

      

少
子
化
に
な
っ
て
子
供

た
ち
も
苦
労
し
て
い
て
、

や
り
た
い
部
活
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。２
月

の
選
挙
後
に
全
会
一
致

で
賛
成
で
き
る
請
願
に

し
て
国
に
提
出
し
た
い

の
で
、今
回
は
趣
旨
採
択

で
お
願
い
し
た
い
。

意
見 

２

      

私
も
趣
旨
採
択
に
賛
成

で
、子
供
た
ち
の
た
め
に

何
と
か
し
た
い
が
、和
気

町
議
会
単
独
で
提
出
す

る
効
果
が
あ
る
の
か
ど

う
か
。こ
の
運
動
を
県
下

全
域
に
も
広
げ
て
、国
に

対
し
て
岡
山
県
全
域
で

提
出
で
き
る
体
制
を

作
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

町営駅南駐車場の放置自動車

北山方地内のメガソーラー
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厚
生
産
業

常
任
委
員
会

和
気
町
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

問 

手
数
料
を
2
0
0
円
か

ら
10
円
に
下
げ
る
理
由

に
つ
い
て
は
理
解
で
き

た
が
、10
円
に
な
っ
た
根 

拠
と
、コ
ン
ビ
ニ
で
交
付

す
る
際
の
事
務
手
数
料

は
い
く
ら
な
の
か
。

答  

10
円
の
根
拠
は
コ
ン

ビ
二
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
の
利
用
料
の
最
低
金

額
が
10
円
で
あ
る
こ
と

か
ら
設
定
し
た
。ま
た
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
１
件
に

つ
き
、
１
１
７
円
の
手

数
料
を
J
‐
L
I
S
に

支
払
っ
て
い
る
。

和
気
町
県
営
土
地
改
良

事
業
分
担
金
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

問 

今
回
、
条
例
を
３
つ
に
分

け
た
理
由
は
何
か
。

答  

町
が
施
工
す
る
農
林

水
産
省
所
管
の
土
地

改
良
事
業
は
、
２
つ
の

条
例
で
運
用
し
て
い

る
が
、
法
律
上
の
相
談

に
よ
り
整
理
す
る
も

の
で
、
条
例
に
施
行
規

則
を
規
定
し
て
運
用

し
て
い
く
。国
土
交
通

省
所
管
事
業
の
関
係

条
例
に
つ
い
て
も
見

直
し
を
行
い
運
用
し

て
い
く
。

和
気
町
下
水
道
事
業
の

地
方
公
営
企
業
化
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

問 

下
水
道
事
業
が
地
方
公

営
企
業
化
す
る
こ
と
に

伴
い
、根
本
的
に
何
が
変

わ
る
の
か
。

答  

下
水
道
会
計
も
上
水

道
や
簡
易
水
道
会
計

と
同
様
に
、
貸
借
対
照

表
や
損
益
計
算
書
の

会
計
処
理
と
な
る
。令

和
５
年
度
か
ら
は
地

方
公
営
企
業
法
の
適

用
に
な
る
の
で
、
予
算
、

決
算
の
様
式
は
全
て

変
わ
っ
て
い
く
。

一
般
会
計
補
正
予
算

問 
子
供
家
庭
相
談
室
を
作

る
た
め
の
改
修
工
事
に

つ
い
て
、益
原
多
目
的
公

園
内
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
改
修
す
る
の

か
。ま
た
、
対
象
は
ど
う

な
る
の
か
。

答 

国
は
今
年
度
中
に
子
供

家
庭
総
合
支
援
拠
点
を

設
置
す
る
努
力
目
標
を

掲
げ
て
い
て
、
悩
め
る

保
護
者
と
の
相
談
場
所

の
確
保
な
ど
が
設
備
の

条
件
で
あ
り
、
役
場
本

庁
舎
内
の
一
室
を
改
修

し
て
、
相
談
で
き
る
場

所
を
作
る
も
の
で
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、

相
談
時
に
子
ど
も
が
遊

べ
る
ス
ペ
ー
ス
も
確
保

す
る
計
画
で
あ
る
。役

場
庁
舎
内
で
一
括
し
て

出
産
か
ら
中
学
生
を
含

む
子
育
て
世
帯
ま
で
を

対
象
に
、
一
連
の
窓
口

が
で
き
る
よ
う
準
備
し

て
い
る
。

問 

観
光
費
の
増
額
に
つ
い

て
、指
定
管
理
者
ロ
マ
ン

ツ
ェ
に
毎
年
2
0
0
0

万
円
を
補
助
し
て
い
く

の
か
。

答 

こ
れ
ま
で
令
和
２
年
度
及

び
３
年
度
と
2
0
0
0

万
円
ず
つ
補
助
し
て
き

た
が
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ

の
影
響
や
燃
料
費
の
高

騰
に
よ
り
、
2
0
0
0
万

円
以
上
の
赤
字
が
出
る

見
込
み
で
あ
る
。

問 

議
会
と
し
て
2
0
0
0

万
円
を
認
め
る
と
な
れ

ば
、指
定
管
理
者
に
は
か

な
り
の
責
任
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。こ
れ
ま
で
10

年
以
上
や
っ
て
き
て
再

契
約
し
た
ば
か
り
で
あ

り
、や
る
気
や
工
夫
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。

答 

今
後
の
対
策
等
に
つ

い
て
も
資
料
提
出
が

な
さ
れ
て
い
る
。今
回

の
2
0
0
0
万
円
に

つ
い
て
は
、令
和
３
年

度
の
実
績
、９
月
ま
で

の
実
績
と
10
月
以
降

の
予
約
状
況
を
見
込

ん
だ
結
果
、2
2
7
0

万
円
ほ
ど
の
赤
字
に

な
る
も
の
で
、人
件
費

や
事
業
費
等
を
カ
ッ

ト
し
て
対
応
し
て
い

る
状
況
だ
。

問 

家
庭
の
省
エ
ネ
対
策
加

速
化
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
以

外
の
対
象
製
品
は
。ま
た
、

補
助
は
２
分
の
１
な
の

か
。

答  

蓄
電
池
が
対
象
に

な
っ
て
い
て
補
助
率

は
10
分
の
１
で
あ
る
。

問 

林
業
振
興
費
に
お
い
て

ナ
ラ
枯
れ
に
対
す
る
対

応
と
は
。

答  

町
内
で
ナ
ラ
枯
れ
が

確
認
を
さ
れ
、
駆
除
す

る
た
め
の
事
業
費
を

岡
山
県
の
1
0
0
%

補
助
で
計
上
し
施
工

す
る
。

「
ナ
ラ
枯
れ
」と
は

　
　

ナ
ラ
類
、シ
イ
・
カ
シ

類
の
樹
木
を
枯
ら
す

病
原
菌
と
そ
れ
を
媒

介
す
る
「
カ
シ
ノ
ナ
ガ

キ
ク
イ
ム
シ
」
に
よ
っ

て
起
こ
る
樹
木
の
伝

染
病
で
、
周
囲
に
被
害

は
拡
大
し
て
い
く
。

被害樹木の根本付近には大量の
フラス（木屑と糞）が発生している（岩戸地内）

コンビニ交付には
「マイナンバーカード」が必要だまろ！
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和
気
鵜
飼
谷

温
泉
事
業

特
別
委
員
会

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

問 
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
ど
う
や
っ
て
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

答 

主
な
も
の
は
職
員
の
人

件
費
、
介
護
保
険
料
の

町
の
負
担
分
で
あ
る
。

問 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

費
の
増
額
理
由
は
。

答 

今
年
度
一
月
当
た
り

約
2
5
0
件
の
実
績

で
、
令
和
３
年
度
と
比

較
す
る
と
ほ
ほ
同
じ

件
数
で
あ
る
が
、
一
月

当
た
り
の
支
給
額
が

10
万
円
以
上
増
額
に

な
っ
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

問 

人
件
費
の
増
額
に
つ
い

て
職
員
が
１
名
増
に

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答 

4
月
1
日
の
人
事
異

動
に
よ
り
職
員
が
１

名
増
え
て
い
る
が
、水

道
業
務
に
つ
い
て
は

夜
間
の
対
応
も
あ
り
、

今
回
の
増
員
に
よ
り

勤
務
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
が
少
し
緩
和

さ
れ
た
。

問 

５
1
0
0
万
円
の
増
額

は
物
価
高
騰
に
よ
る
資

材
費
の
高
騰
な
の
か
。

答 

当
初
の
工
事
費
の
総

額
が
１
億
８
1
0
0

万
円
で
、今
回
２
億
４

0
0
0
万
円
と
な
り

３
割
ぐ
ら
い
高
騰
し

て
い
る
。設
計
の
際
に

単
価
を
徴
し
て
い
る

が
、資
材
等
の
高
騰
に

よ
り
今
回
増
額
と

な
っ
た
。

町
道
路
線
の
認
定

問 

旧
朝
日
町
住
宅
の
跡
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、新
た
な
道
路
が
町
道

に
な
る
件
に
つ
い
て
、分

譲
宅
地
の
区
画
割
り
な

ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答 

吉
井
川
側
に
10
区
画
、

反
対
側
に
宅
地
分
譲

で
９
区
画
整
備
さ
れ

る
予
定
で
、
今
回
の
町

道
認
定
に
よ
り
、
分
譲

宅
地
の
売
買
が
開
始

さ
れ
る
予
定
だ
。

和
気
町
一
般
会
計
補
正

予
算

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

問 

1
6
8
0
万
円
の
繰
入

に
つ
い
て
、現
在
の
見
通

し
は
ど
う
な
の
か
。こ
の

繰
入
で
本
当
に
経
営
し

て
い
け
る
の
か
。ま
た
、

入
浴
客
や
宿
泊
客
の
動

向
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答  
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
に

よ
る
休
館
や
時
短
営

業
は
な
い
。令
和
3
年

度
に
比
べ
る
と
宿
泊
、

日
帰
り
温
泉
と
も
プ

ラ
ス
で
推
移
し
て
い

る
。コ
ロ
ナ
禍
前
の
令

和
元
年
度
と
比
較
す

る
と
完
全
に
は
戻
り

き
っ
て
は
い
な
い
が
、

10
月
11
日
か
ら
全
国

旅
行
支
援
割
が
始
ま

り
、
10
月
に
つ
い
て
は

コ
ロ
ナ
前
の
宿
泊
者

数
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
支
援
割
の
適
用

に
よ
り
多
く
の
方
が

宿
泊
さ
れ
て
い
る
状

況
だ
。今
後
も
燃
料
費

等
の
高
騰
に
よ
り
厳

し
い
運
営
が
続
く
が
、

今
回
の
旅
行
支
援
割

を
受
け
て
、
売
上
げ
を

確
保
し
て
い
く
と
と

も
に
、
経
費
の
節
減
に

努
め
て
い
く
。

問 

一
部
事
務
組
合
か
ら
和

気
町
に
移
管
さ
れ
て
以

降
、町
か
ら
の
操
出
金
の

合
計
額
は
。

答  

平
成
25
年
度
以
降
、約

２
億
4
2
4
7
万
円

で
あ
る
。内
訳
は
、
令

和
２
年
度
か
ら
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金

4
5
0
0
万
円
と
、
平

成
28
年
度
に
発
生
し

た
ポ
ン
プ
事
故
へ
の

補
填
分
3
0
6
7
万

円
、
令
和
２
年
度
か
ら

の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

赤
字
補
填
分
１
億

6
6
8
0
万
円
で
あ

る
。

問 

レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、現
在
の
形
態

で
続
け
て
い
く
の
か
。も

う
少
し
前
向
き
に
運
営

方
法
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
で
は
。ま
た
、
温
泉

職
員
の
接
客
に
つ
い
て

は
改
善
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。和
気
鵜
飼
谷
温

泉
を
和
気
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
取
組
ん
で
い

く
気
持
ち
を
職
員
に

持
っ
て
ほ
し
い
。

答  

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
旅
行
や
宴
会
の

ス
タ
イ
ル
も
変
わ
っ

て
き
た
。時
代
の
流
れ

に
早
急
に
対
応
で
き

る
よ
う
職
員
も
研
究

し
て
い
る
。メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
も
美
味
し

い
料
理
の
提
供
を
目

標
に
研
究
し
て
い
る
。

利
用
者
の
意
見
を
営

業
に
反
映
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。職

員
教
育
に
つ
い
て
は
、

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

意
見

      

経
営
改
善
に
向
け
て
第

三
者
に
よ
る
審
議
会
を

設
置
し
て
前
向
き
に
進

め
る
べ
き
で
は
。

      

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
も
っ
と
活
用

し
て
宣
伝
す
べ
き
で
は
。

      

今
後
の
汲
み
上
げ
ポ
ン

プ
の
改
修
計
画
等
に
つ

い
て
も
意
見
が
あ
っ
た
。

全
国
旅
行
支
援
が
ス
タ
ー
ト
！

予
約
は
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
か
じ
ゃ
ら
ん
に
て
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　一般質問とは、和気町の行財政全般にわたって、執行機関に対して説明を求めたり、または
所信をただしたりすることです。これにより、執行機関の政治姿勢を明らかにするとともに、
政治責任を明確にする目的があります。
　一般質問は一問一答方式でおこなわれ、質問時間は質問・答弁をあわせて４０分間です。
　12月議会定例会には、 ８名が登壇し、町長・教育長・その他執行部の考えをただしました。

万代 哲央 議員

１７
ページ

○ セラミックによる水質改善剤を
　 試した結果は

○  和気鵜飼谷温泉の汲み上げポンプの
　 状態は

○ 給付型奨学金制度はつくれないのか

○ 町のＰＲと広報を今以上に

○ 本荘地区の上水確保策は
○ 和気美しい森と天神山城跡への取組は
○ 公営塾の「魅力化」に向けて

今西 宏康　 議員

尾崎 智美 議員

１８
ページ

１６
ページ

○ 町政懇談会を実施して思ったことは

○ 来期補助金の増額は
○ 貸し出し自転車の活用は
○ 告知放送システムの更新は

○ 旧石生学園跡地と田原井堰
　 資料館を一体的に整備してはどうか

１３
ページ

○ 吉井川Ｂ＆Ｇを観光施策等に
　 取り入れては

○ どうする役場の組織改革

○ 移住者を増やすために
　 どのような計画を持っているのか

西中 純一 議員１９
ページ

１５
ページ

○ 危険木伐採に補助金制度を
　 設けてはどうか

○ 和気駅のエレベーターは
　 本格的なものでないといけないのか

○ 全国で超過死亡者数が
　 激増しているが和気町の状況は

○ 高齢者はスクールバスと同じ時間に
　 移動して行きたいのでは

○ 人権条例に基づく事業の縮小・廃止を

山本　稔  議員

從野　勝  議員１４
ページ

 議員

１２
ページ 居樹　豊 議員
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居樹　豊 議員の
一般質問動画は
ここから→

問
本
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
観
光
推
進
を
重
点
施

策
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。交
流
人
口
を
増
や

し
、ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
こ
と
が
大
切
で
、交

通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
、か

つ
自
然
環
境
も
豊
か
で
南

北
に
流
れ
る
吉
井
川
を
利

活
用
す
る
た
め
、

①
観
光
施
策
の
現
状
把
握
。

②
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活

用
状
況
。

③
吉
井
川
Ｂ
＆
Ｇ
へ
、例
え

ば
大
学
の
ボ
ー
ト
部
の

新
設
な
ど
の
協
議
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

　
に
つ
い
て
問
い
た
い
。

　答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

①
本
町
は
、
片
鉄
ロ
マ
ン
街

道
、和
気
ア
ル
プ
ス
、和
気

美
し
い
森
な
ど
自
然
や
ア

ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
め
る
観

光
資
源
を
多
く
有
し
て
い

る
。

②
片
鉄
ロ
マ
ン
街
道
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
自
然
保
護
セ

ン
タ
ー
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
体
験
、
そ
し
て

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
の
食
事

と
入
浴
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
。

答 

今
田 

副
町
長

③
本
年
８
月
９
日
に
締
結
し

た
包
括
連
携
協
定
の
中
で
、

吉
井
川
Ｂ
＆
Ｇ
の
施
設
利

用
に
関
し
協
議
は
可
能
で

あ
り
、再
度
、話
し
合
い
の

場
を
持
ち
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
吉
井
川
Ｂ
＆
Ｇ
を
観
光
施
策
等
に
取
り
入
れ
て
は

問 

人
口
減
少
下
の
中
で
役

場
組
織
等
の
強
化
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、多
く
の
町

民
の
声
と
し
て
「
役
場
も
人

口
減
少
に
応
じ
新
規
採
用
を

抑
制
し
な
が
ら
少
数
精
鋭
の

職
場
に
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
聞
く
こ
と
が
時
折
あ
る
が
、

次
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

①
業
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
の

組
織
課
題
は
何
か
。

②
業
務
の
見
直
し
の
必
要
性

は
。

③
配
置
人
員
は
適
正
か
。

④
人
財
育
成
と
活
用
は
十
分

図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　答 

永
宗 

総
務
課
長

①
地
方
分
権
の
進
展
、
地
方

創
生
、人
口
減
少
、移
住
推

進
へ
の
対
応
な
ど
、
年
々

新
た
な
事
務
事
業
が
増
え

る
状
況
下
に
あ
り
、
２
０

０
名
弱
の
職
員
で
業
務
に

あ
た
っ
て
い
る
。将
来
の

重
点
課
題
、
戦
略
的
施
策

に
向
け
て
の
実
施
体
制
の

構
築
、
要
員
確
保
に
つ
い

て
は
課
題
も
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
も
行
政
ニ
ー
ズ

の
変
化
や
業
務
量
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
随
時

見
直
し
を
行
っ
て
き
て
い

る
。来
年
度
に
お
い
て
は
、

子
育
て
支
援
に
係
る
部
署

を
設
け
、
専
従
の
専
門
職

を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

③
職
員
の
配
置
人
員
に
つ
い

て
は
、
毎
年
度
業
務
量
等

を
勘
案
し
適
正
配
置
に
努

め
て
い
る
。

④
人
財
育
成
等
に
つ
い
て
は
、

日
常
の
職
場
内
に
お
け
る

実
務
を
通
じ
指
導
し
て
い

き
た
い
。そ
し
て
職
員
の

資
質
向
上
を
図
り
、
少
数

精
鋭
の
体
制
に
し
て
い
き

た
い
。

答 

太
田 

町
長

　

役
場
の
組
織
運
営
等
に
対

し
各
方
面
か
ら
も
厳
し
い
御

意
見
も
い
た
だ
い
て
お
り
、

町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
責
任
者
と
し
て
不
断
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
来
年
度
か
ら
部
長
制

を
敷
き
、
組
織
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ど
う
す
る
役
場
の
組
織
改
革

少
数
精
鋭
の
組
織
体
制
に
し
て
い
く

居
樹　

豊

「
行
政
の
本
丸
」
役
場
本
庁
舎

Ｂ
＆
Ｇ
眼
下
の
吉
井
川
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山本　稔 議員の
一般質問動画は
ここから→

問
町
の
Ｐ
Ｒ
と
広
報
を
今
以
上
に

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
の

汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
の
状
態
は

来
年
度
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
時
期
で
あ
る

山
本　

稔

問 

汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
の
交

換
の
際
に
落
下
事
故
が
あ
り
、

そ
れ
以
降
１
台
で
稼
働
し
て

い
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

時
期
と
時
間
、そ
し
て
、予
備

ポ
ン
プ
が
必
要
と
思
う
が
購

入
す
る
の
か
。

　答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

　

平
成
29
年
に
揚
湯
管
が
破

損
し
、
ポ
ン
プ
が
落
下
す
る

事
故
が
あ
り
、
そ
の
際
に
交

換
し
て
い
る
。通
常
６
年
か

ら
８
年
ご
と
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
来
年
度
か
ら
計
画
的
に

更
新
し
て
い
き
た
い
。稼
働

ポ
ン
プ
と
予
備
ポ
ン
プ
の
２

台
が
必
要
で
、
現
在
稼
働
し

て
い
る
ポ
ン
プ
の
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
を
行
い
、
予
備
ポ
ン

プ
と
し
て
地
上
で
管
理
、
保

管
す
る
も
の
だ
が
、
1
台
は

落
下
し
て
い
る
た
め
、
新
た

に
ポ
ン
プ
を
購
入
す
る
必
要

が
あ
る
。ま
た
、
現
在
使
用
し

て
い
る
ポ
ン
プ
は
廃
番
に

な
っ
て
い
る
た
め
に
、
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
の
際
、
部
品
等

に
つ
い
て
互
換
性
が
な
い
場

合
は
、
製
品
購
入
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
制
御
装

置
と
併
せ
て
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
。

答 

太
田 

町
長

　

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
は
、
本

町
の
観
光
施
設
と
し
て
の
役

割
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
福

祉
や
交
流
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
も
継
続
を
し
て
い
け
る
よ

う
、
ポ
ン
プ
の
交
換
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
く
。

問 

予
備
ポ
ン
プ
の
値
段
と

メ
ー
カ
ー
は
。

　答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

　

現
在
の
メ
ー
カ
ー
の
製
品

は
廃
番
に
な
っ
て
い
る
が
、

も
う
１
社
、Ｂ
Ｈ
社
と
い
う

メ
ー
カ
ー
が
あ
り
、
同
等
の

能
力
で
あ
る
。予
算
は
制
御

装
置
、
揚
湯
管
約
１
０
０
本

を
含
め
、
６
0
0
0
万
円
か

ら
７
0
0
0
万
円
に
な
る
と

試
算
し
て
い
る
。

問 

町
の
Ｐ
Ｒ
と
広
報
を

今
以
上
に
や
っ
て
い
く
に
は

ど
ん
な
媒
体
を
使
っ
て
、
ど

の
ぐ
ら
い
の
頻
度
で
行
っ
て

い
る
の
か
。ま
た
、東
京
で
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
感
触
は
。

　答 

海
野 

財
政
課
長

　

和
気
町
で
は
平
成
23
年
度

か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
利

用
を
始
め
、
現
在
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

加
え
る
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
て
い
る
。ツ
イ
ッ
タ
ー
は
平

日
、職
員
が
観
光
や
子
育
て
情

報
な
ど
町
内
の
出
来
事
や
、さ

さ
い
な
こ
と
で
も
毎
日
投
稿

し
、和
気
町
の
魅
力
や
取
組
な

ど
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。

答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　

10
月
22
日
、
23
日
の
２
日

間
、
東
京
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
、
和
気
町
ブ
ー
ス
に
は
約

４
０
０
人
来
ら
れ
、
12
人
に

移
住
相
談
も
行
っ
た
。

答 

太
田 

町
長

　

渋
谷
、新
宿
、池
袋
な
ど
８

か
所
の
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ

り
、
和
気
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

約
50
日
間
放
映
す
る
企
画
を

無
料
で
実
施
し
、
知
名
度
と

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
向
上
、

観
光
誘
致
や
移
住
促
進
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
多

く
の
効
果
が
見
込
ま
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
」の
略
語

平成 29 年に行われた
汲み上げポンプ工事の様子

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
和
気
町

Ｐ
Ｒ
活
動
（
東
京
都
渋
谷
区
）



問 

現
在
、
和
気
閑
谷
高
校

の
存
続
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
。既
に
定
員
を

大
き
く
割
っ
て
い
て
、今
後
、

80
名
を
２
年
連
続
で
切
っ
た

場
合
は
募
集
停
止
の
対
象
と

な
る
状
態
で
あ
る
。日
本
最

古
の
庶
民
の
学
校
と
し
て
開

校
し
た
閑
谷
学
校
を
引
き
継

ぎ
、
3
5
0
年
続
い
て
い
る

和
気
閑
谷
高
校
の
生
徒
を
増

や
す
た
め
、
給
付
型
の
奨
学

金
制
度
を
つ
く
り
、
経
済
的

な
問
題
で
大
学
進
学
を
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
優
秀
な
生
徒

を
集
め
、
将
来
の
和
気
町
に

役
立
つ
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
急
務
で
は
な
い
の
か
。

　答 

万
代 

教
育
次
長

　

和
気
町
に
お
い
て
和
気
閑

谷
高
校
の
生
徒
、
保
護
者
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
助
成
が

で
き
る
の
か
な
ど
、
令
和
５

年
度
当
初
予
算
へ
の
計
上
を

目
指
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
和
気
町
に
は
高
校
進

学
や
大
学
進
学
に
際
し
、
貸

付
型
の
奨
学
金
制
度
は
あ
る
。

給
付
型
は
、
恒
久
的
に
一
定

の
財
源
が
必
要
に
な
る
奨
学

金
制
度
で
あ
る
た
め
、町
外
、

県
外
か
ら
通
う
生
徒
へ
の
給

付
に
対
す
る
町
民
の
理
解
や
、

町
外
の
高
校
へ
通
う
町
在
住

の
生
徒
と
の
公
平
感
を
保
つ

こ
と
が
課
題
と
な
る
。和
気

閑
谷
高
校
存
続
に
向
け
て
ど

う
い
っ
た
支
援
が
適
切
か
つ

効
果
的
で
あ
る
か
検
討
を
急

ぎ
た
い
。

問 

3
5
0
年
続
い
て
い
る

学
校
を
躊
躇
し
て
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
て
は
灯
を
消
す
こ

と
に
な
る
。そ
う
な
る
と
町

に
と
っ
て
考
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
な
る

の
で
は
な
い
の
か
。　

　答 

徳
永 

教
育
長

　

歴
史
あ
る
閑
谷
学
校
の
流

れ
を
く
む
和
気
閑
谷
高
校
に

今
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は

何
か
を
考
え
、
町
と
し
て
高

校
内
に
学
力
向
上
に
向
け
た

公
営
塾
の
設
置
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。今
後
も

高
校
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

魅
力
化
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　答 

太
田 

町
長

　

現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
来
年

度
以
降
の
支
援
策
を
検
討
し

て
い
る
。和
気
閑
谷
高
校
に

特
化
し
た
奨
学
金
制
度
に
つ

い
て
も
検
討
中
で
あ
る
。例

え
ば
町
内
者
に
は
給
付
型
、

町
外
者
は
貸
与
型
と
い
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。県
内

で
も
給
付
型
奨
学
金
に
つ
い

て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
自
治
体
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
み
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

意
見

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
和

気
閑
谷
高
校
へ
入
学
し
て
、

和
気
町
の
企
業
に
１
人
で
も

２
人
で
も
就
職
し
て
く
れ
る

よ
う
な
体
制
を
つ
く
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
は

つ
く
れ
な
い
の
か

他
の
自
治
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
な
が
ら

進
め
て
い
く

從
野
　
勝

和気閑谷高校「オープンスクール」

從野　勝 議員の
一般質問動画は
ここから→

問
移
住
者
を
増
や
す
た
め
に

ど
の
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
か

問
和
気
町
に
移
住
し
て
来

ら
れ
た
人
が
住
宅
に
困
っ
て

い
る
。町
営
住
宅
を
再
編
し
て
、

移
住
者
用
に
分
譲
す
る
よ
う

な
住
宅
は
で
き
な
い
の
か
。

   　答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　

移
住
者
向
け
の
住
宅
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
宮
田
分
譲

地
の
宅
地
造
成
と
朝
日
団
地

の
民
間
企
業
へ
の
売
却
に
よ

る
住
宅
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

宮
田
分
譲
地
で
は
、
18
区
画

の
う
ち
５
区
画
が
売
れ
て
い

る
。旧
朝
日
団
地
に
つ
い
て

は
、
建
築
さ
れ
て
い
る
戸
建

て
住
宅
の
う
ち
、
賃
貸
物
件

が
10
棟
ほ
ど
建
設
さ
れ
る
計

画
で
あ
る
。こ
の
賃
貸
物
件

は
、
将
来
的
に
は
購
入
も
可

能
で
、
移
住
者
が
将
来
的
に

住
ま
い
を
購
入
ま
た
は
新
築

さ
れ
て
定
住
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

問
不
動
産
事
業
に
詳
し
い

職
員
を
採
用
し
て
、
移
住
者

に
寄
り
添
っ
た
形
で
家
を
探

す
手
伝
い
は
で
き
な
い
の
か
。

   　答 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　

移
住
希
望
者
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
、

移
住
に
関
す
る
各
種
申
請
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
申
請
が

で
き
る
よ
う
、
改
修
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。今
後
も
よ

り
一
層
情
報
収
集
を
行
い
、

企
画
や
人
材
配
置
に
努
め
て

い
き
た
い
。
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本
荘
地
区
の
上
水
確
保
策
は

水
道
事
業
者
か
ら
の
受
水
を
検
討
し
て
い
る

今
西 
宏
康

問 

本
荘
地
区
の
水
源
で

あ
る
南
部
水
源
は
慢
性
的
枯

渇
状
態
に
あ
り
、
田
原
水
源

か
ら
の
補
充
も
限
界
に
近
い

と
聞
く
。新
た
な
井
戸
採
掘

や
隣
接
自
治
体
か
ら
の
供
給

と
い
っ
た
対
策
案
は
あ
る
か
。

　答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　

町
内
に
新
た
な
井
戸
を
掘

る
の
で
は
な
く
、
広
域
水
道

企
業
団
や
備
前
市
と
い
っ
た

町
外
団
体
の
施
設
か
ら
の
受

水
を
先
方
に
打
診
し
て
い
る
。

問 

本
荘
地
区
内
牛
糞
臭

気
問
題
の
根
本
的
解
決
策
の

一
環
と
し
て
、
牛
糞
利
用
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
堆
肥
製

造
の
事
業
体
を
誘
致
し
て
は

ど
う
か
。

　答 

太
田 

町
長

　

事
業
体
誘
致
の
調
査
検
討

に
入
る
際
に
は
、
当
該
牧
場

の
意
向
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
。今
定
例
会
終
了
後
、
早

急
に
牧
場
と
相
談
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

問 

利
用
客
が
増
え
て
い

る「
和
気
美
し
い
森
」に
お
い

て
、
10
月
か
ら
県
内
大
学
の

教
授
が
、
鹿
と
猪
の
獣
害
を

防
ぐ
新
型
機
器
の
効
果
を
実

証
実
験
中
で
あ
る
。２
か
月

間
試
し
た
と
こ
ろ
顕
著
な
効

果
が
見
ら
れ
た
と
聞
く
が
こ

の
事
例
を
町
の
Ｐ
Ｒ
に
使
え

な
い
か
。

　答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

　

本
町
で
も
鳥
獣
害
は
深
刻

で
、
従
来
①
個
体
群
管
理
②

侵
入
防
止
対
策
③
生
息
環
境

管
理
の
三
段
階
の
対
策
を
し

て
き
た
。今
回
の
県
内
大
学

教
授
に
よ
る
実
験
は
、
追
払

い
効
果
で
鳥
獣
の
生
息
環
境

を
管
理
で
き
る
と
考
え
ら
れ
、

来
年
ま
で
見
届
け
た
上
で
効

果
が
見
込
め
る
場
合
は
、
導

入
も
検
討
し
、
実
験
内
容
や

施
設
も
含
め
て
Ｐ
Ｒ
も
考
え

て
い
き
た
い
。

問 

和
気
美
し
い
森
か
ら

天
神
山
城
跡
に
向
か
う
歩
道

整
備
と
案
内
看
板
の
増
設
は

で
き
な
い
か
。ま
た
、展
望
所

の
眺
望
を
復
旧
す
る
た
め
、

樹
木
の
一
部
の
伐
採
は
で
き

な
い
か
。

　答 

万
代 

教
育
次
長

　

天
神
山
城
跡
は
文
化
財
と

し
て
も
観
光
資
源
と
し
て
も

整
備
・
景
観
維
持
が
課
題
で

あ
る
。た
だ
城
跡
は
岡
山
県

指
定
史
跡
で
あ
り
、
ま
た
周

辺
に
は
個
人
所
有
地
も
多
い
。

よ
っ
て
樹
木
伐
採
に
は
各
所

と
の
協
議
を
要
す
る
が
検
討

し
て
み
た
い
。

実
験
中
の
県
内
大
学
設
置
の
害
獣
追
払
い
機

静岡県富士宮市にある最新型の堆肥製造工場

今西宏康 議員の
一般質問動画は
ここから→

問
公
営
塾
の

「
魅
力
化
」に
向
け
て

問
和
気
美
し
い
森
と

天
神
山
城
跡
へ
の
取
組
は

問
「
公
営
塾
」
の
対
象
を

高
校
生
以
上
に
広
げ
ら
れ

な
い
か
。

   　答 

万
代 

教
育
次
長

　

本
町
の
公
営
塾
は
現
在
、

小
中
学
生
対
象
に
主
に
英
語

学
習
の
場
と
し
て
協
力
隊
等

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
和
気
閑
谷
高
校
生
対

象
に
ま
で
広
げ
て
は
、
と
い

う
提
案
は
他
か
ら
も
上
が
っ

て
い
る
。社
会
教
育
の
一
環

と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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問 

今
回
７
会
場
で
の
町
政

懇
談
会
を
通
し
て
、
思
っ
た

こ
と
を
聞
き
た
い
。

　答 

太
田 

町
長

　
約
3
0
0
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。農
業
経
営
者
育
成

の
こ
と
、
町
営
路
線
バ
ス
の

利
便
性
の
こ
と
、
駅
前
開
発

等
々
各
地
区
の
実
情
に
関
す

る
意
見
が
で
た
。反
省
点
と

し
て
、
町
の
中
・
長
期
的
ビ

ジ
ョ
ン
が
示
せ
な
か
っ
た
こ

と
だ
。町
政
懇
談
会
は
今
後

も
工
夫
し
て
継
続
し
て
い
き

た
い
。開
催
場
所
、時
間
も
再

検
討
し
た
い
。

問
町
民
へ
の
報
告
は
各
区

で
回
覧
す
る
形
か
。広
報
掲

載
を
望
む
町
民
の
声
が
あ
る

が
。　

　答 

太
田 

町
長

　
広
報
で
は
、
特
徴
的
な
点

を
載
せ
た
い
。掲
載
す
る
こ

と
を
約
束
す
る
。

　答 
今
田 

副
町
長

　
今
後
、
町
民
参
加
型
の
意

見
交
換
を
行
っ
て
欲
し
い
と

い
う
声
が
あ
る
。そ
の
意
見

を
町
政
の
運
営
に
取
り
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
田
原
井
堰
資
料
館
の
利

活
用
を
促
し
、
多
く
の
方
に

見
学
し
て
も
ら
う
こ
と
は
町

の
責
務
で
あ
る
。旧
石
生
学

園
の
跡
地
も
併
せ
て
環
境
整

備
を
し
て
、
多
く
の
方
に
訪

れ
て
も
ら
え
る
憩
い
の
場
に

し
て
、
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
、
町
と
し
て
も
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

　答 

今
田 

副
町
長

　
跡
地
の
整
備
で
地
区
要
望

に
は
応
え
て
い
る
。照
明
灯

も
来
年
度
設
置
予
定
だ
。資

料
館
は
郷
土
文
化
の
維
持
向

上
を
図
る
目
的
で
設
置
さ
れ
、

現
在
、
見
学
希
望
を
受
け
開

館
し
て
い
る
。資
料
館
見
学

者
の
増
員
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
跡
地
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
、
地
元
と
町
で
話
合
い

の
場
を
持
つ
必
要
が
あ
れ
ば

対
応
す
る
。

問
宅
地
や
納
屋
、
倉
庫
な

ど
に
、
倒
木
で
被
害
を
与
え

る
恐
れ
の
あ
る
危
険
木
の
伐

採
、他
に
竹
や
ぶ
の
伐
採
、ナ

ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
有
用
林
の
育

成
を
妨
げ
る
樹
木
の
伐
採
等

に
係
る
費
用
を
町
が
補
助
す

る
制
度
を
つ
く
っ
て
は
ど
う

か
。　答 

今
田 

副
町
長

　
県
内
の
あ
る
自
治
体
で

「
里
山
整
備
促
進
事
業
」
の
補

助
金
制
度
が
あ
る
。町
内
の

現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
判

断
し
た
い
。今
後
里
山
に
お

い
て
、
高
齢
化
が
進
み
、
作
業

が
困
難
な
方
へ
の
支
援
策
と

し
て
有
効
で
あ
る
か
検
討
す

る
。

町
政
懇
談
会
を
実
施
し
て

思
っ
た
こ
と
は

多
く
の
意
見
を
今
後
の
運
営
に
取
り
入
れ
る

懇
談
会
は
、
今
後
工
夫
し
て
継
続
す
る

万
代 
哲
央

家
屋
裏
の
危
険
木

木
々
が
せ
り
出
し
て
い
る
道
路

資
料
館
内
展
示
物
の
一
例

町政懇談会（於：石生地区公民館 令和４年 11 月７日）

万代哲央 議員の
一般質問動画は
ここから→

問
危
険
木
伐
採
に
補
助
金
制
度
を

設
け
て
は
ど
う
か

問
旧
石
生
学
園
跡
地
と
田
原
井
堰

資
料
館
を
一
体
的
に
整
備
し
て
は
ど
う
か
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セ
ラ
ミ
ッ
ク
に
よ
る

水
質
改
善
剤
を
試
し
た
結
果
は

井
戸
水
の
水
質
が
著
し
く
改
善
し
た

尾
崎 
智
美

問 

ど
の
よ
う
な
結
果
だ
っ

た
か
。

　答 

田
村 

上
下
水
道
課
長

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
主
成
分
と
す

る
水
質
浄
化
剤
の
効
果
を
検
証

す
る
た
め
に
、
手
始
め
に
自
宅

の
井
戸
で
検
証
し
た
。

　

井
戸
の
水
量
は
約
8
0
0
L

で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
入

れ
た
5
0
0
g
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク

２
個
を
井
戸
に
ぶ
ら
下
げ
た
。

一
般
細
菌
の
数
は
、
1
ml
あ
た

り
3
0
0
0
個
か
ら
１
か
月
後

に
は
3
7
0
個
、
２
か
月
後
に

は
井
戸
水
の
基
準
値
を
大
き

く
下
回
る
53
個
、
３
か
月
後
に

は
7
個
と
減
少
率
99.
8
％
と
大

幅
な
改
善
が
見
ら
れ
た
。大
腸

菌
、
好
気
性
菌
、
嫌
気
性
菌
の

数
で
も
改
善
が
見
ら
れ
た
。

問 

水
に
物
質
を
加
え
る

も
の
で
は
な
く
、
安
全
だ
と

思
わ
れ
る
の
で
、
町
の
水
源

地
で
試
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　答
田
村 

上
下
水
道
課
長

　

県
の
広
域
水
道
企
業
団
に

協
力
を
仰
ぎ
、
検
証
を
続
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

前
回
の
一
般
質
問
で

「
町
内
に
分
散
す
る
水
源
地
を

統
合
し
て
、殺
菌
装
置
を
設
置

し
た
方
が
低
予
算
で
は
な
い

か
」と
提
案
し
た
が
、
こ
の
方

法
だ
と
分
散
し
た
ま
ま
で
も
、

莫
大
な
予
算
の
削
減
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
。和
気
町

の
み
な
ら
ず
、全
国
の
同
様
の

問
題
を
抱
え
る
自
治
体
の
光

明
と
な
れ
る
の
で
は
。

　答
田
村 

上
下
水
道
課
長

　

安
全
で
お
い
し
い
水
を
提

供
す
る
責
務
が
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
調
査
を
継
続
し
て

い
く
。

問
高
校
生
な
ど
は
で
き

る
だ
け
階
段
を
利
用
し
て

も
ら
い
、障
害
者
や
高
齢
者

ら
の
専
用
と
し
て
、簡
易
な

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
し
た
方

が
初
期
費
用
も
電
気
代
も

修
理
代
も
安
く
つ
き
、町
に

も
J
R
西
日
本
に
も
望
ま

し
い
の
で
は
な
い
か
。

町
政
懇
談
会
で
町
長
が
駅

前
駐
車
場
の
使
用
率
が

1
1
4
％
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。枠
外
に
駐
車
す
る

わ
け
で
も
な
い
の
に
、ど
の

よ
う
な
計
算
式
で
そ
う
な

る
の
か
。

   　答 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ま
だ
計

画
中
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
採
用
す
る
か
は
未
定

で
あ
る
。

　

4
月
か
ら
10
月
ま
で
の

2
1
4
日
間
に
利
用
し
た
車

は
1
4
1
4
0
台
で
、
１
日

平
均
約
66
台
の
利
用
と
な
る
。

58
台
分
の
区
画
に
対
し
て
66

台
の
利
用
な
の
で
1
1
4
%

と
し
た
。

意
見

　
「
数
字
は
嘘
を
つ
か
な
い

が
、嘘
つ
き
は
数
字
を
使
う
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。誤
解

さ
せ
る
目
的
で
は
な
い
だ
ろ

う
が
、
町
民
が
実
態
を
誤
解

し
な
い
よ
う
丁
寧
な
説
明
を

し
て
ほ
し
い
。

井戸水の浄化試験

尾崎智美 議員の
一般質問動画は
ここから→

問
和
気
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

本
格
的
な
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
の
か

問
全
国
で
超
過
死
亡
者
数
が

激
増
し
て
い
る
が
和
気
町
の
状
況
は

問
我
が
国
の
昨
年
の
死

亡
者
数
は
例
年
に
比
べ
6.8

万
人
増
加
し
た
。こ
れ
は
東

日
本
大
震
災
の
2
0
1
1

年
に
記
録
し
た
超
過
死
亡

者
数
を
大
き
く
上
回
り
、戦

後
最
大
で
あ
り
、そ
の
前
年

よ
り
も
約
５
％
も
死
亡
者

数
が
増
え
た
。に
も
か
か
わ

ら
ず
、今
年
は
昨
年
を
上
回

る
勢
い
で
超
過
死
亡
者
数

が
増
え
て
い
る
。こ
れ
は
コ

ロ
ナ
死
と
計
上
さ
れ
て
い

る
数
の
６
倍
で
あ
る
。海
外

で
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
。一
部
の
専
門
家
は
ワ

ク
チ
ン
が
原
因
で
は
な
い

か
と
言
っ
て
い
る
。母
数
が

少
な
い
の
で
参
考
値
で
し

か
な
い
が
、和
気
町
の
状
況

は
ど
う
か
。

   　答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　

昨
年
は
減
少
し
て
い
る
が
、

今
年
は
増
え
て
い
る
。
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問①ど
の
様
な
団
体
へ
い
く
ら

補
助
金
を
出
し
て
い
る
の

か
。

②
そ
の
金
額
は
ど
う
決
め
て

い
る
の
か
。

③
来
期
の
補
助
金
の
増
額
預

予
定
は
あ
る
の
か
。　

　答 

寺
尾
ま
ち
経
営
課
長

①
具
体
的
な
例
で
い
う
と

「
サ
ン
シ
ュ
ユ
を
育
て
て

気
を
和
す
る
郷
を
作
る

会
」に
は
、平
成
25
年
か
ら

３
年
間
合
計
60
万
円
補
助

し
た
。

②
協
働
事
業
提
案
制
の
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
年
度
の

上
限
額
は
20
万
円
で
あ
る
。

各
種
団
体
か
ら
の
提
案
に

よ
り
、１
次
で
書
類
審
査
、

２
次
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
決
定
し
て

い
る
。

③
こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
１

事
業
あ
た
り
の
補
助
金
額

の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

例
年
２
件
か
ら
５
件
程
度

の
補
助
枠
で
あ
る
が
、
地

域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
が
数
多
く
提

案
さ
れ
た
場
合
は
、
補
助

枠
の
増
枠
も
検
討
し
て
い

く
。

　

問①自
転
車
台
数
と
そ
の
利
用

状
況
は
。

②
今
後
台
数
は
足
り
る
か
。

③
壊
れ
た
り
、
古
く
な
っ
た

自
転
車
の
対
応
は
。

④
昨
年
和
気
町
を
訪
れ
た
サ

イ
ク
リ
ン
グ
チ
ー
ム
が
20

台
借
り
よ
う
と
し
た
ら
5

台
ほ
ど
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
全

員
が
借
り
ら
れ
ず
、
備
前

市
に
行
き
、
綺
麗
な
自
転

車
を
借
り
た
と
聞
い
た
。

一
度
に
多
数
借
り
る
場
合

の
対
策
は
。　

　答 

新
田 

産
業
振
興
課
長

①
和
気
町
観
光
協
会
に
21
台
、

益
原
多
目
的
公
園
に
26
台
、

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
に
9
台

あ
る
。利
用
状
況
は
令
和

3
年
度
が
年
間
6
4
6
台
、

今
年
度
が
11
月
末
ま
で
で

5
8
2
台
。和
気
鵜
飼
谷

温
泉
は
今
年
度
か
ら
の
開

始
で
11
月
末
現
在
で
9
台
。

②
今
の
台
数
で
問
題
は
な
い
。

③
故
障
し
た
場
合
は
修
理
し
、

使
え
な
く
な
っ
た
場
合
は

買
い
換
え
て
い
く
。

④
多
く
の
台
数
が
必
要
な
場

合
は
事
前
情
報
が
あ
れ
ば
、

一
か
所
に
集
め
て
対
応
し

て
い
る
。今
回
は
対
応
で

き
な
か
っ
た
事
を
反
省
し
、

今
後
徹
底
し
て
い
く
。

問①現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
い
つ
、

い
く
ら
か
け
て
設
置
し
た

の
か
。

②
今
の
問
題
点
は
。

③
遡
っ
て
３
回
の
放
送
が
聞

け
る
様
に
な
ら
な
い
の
か
。

　　答 

海
野 

財
政
課
長

①
平
成
23
年
か
ら
使
用
開
始

し
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷

設
を
含
め
費
用
は
約
16
億

円
。

②
問
題
点
は
、
機
器
の
老
朽

化
に
伴
う
告
知
放
送
シ
ス

テ
ム
の
更
新
で
あ
る
。

③
こ
の
問
題
点
を
解
決
す
る

た
め
、
新
し
い
告
知
放
送

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
検
討

中
で
あ
る
。令
和
５
年
度

中
に
機
器
の
更
新
を
行
い
、

令
和
６
年
度
か
ら
の
運
用

に
向
け
て
、
今
年
度
準
備

を
進
め
て
い
る
。

来
期
補
助
金
の
増
額
は

増
額
は
な
い
が
、

事
業
の
許
可
枠
の
増
枠
を
検
討
し
て
い
く

新
し
い
告
知
放
送
端
末

イ
メ
ー
ジ
の
一
例

町
の
補
助
金
を
活
用
し
て

荒
廃
地
に
み
か
ん
の
苗
木
を

町観光協会（ENTERWAKE 内）が
管理するレンタサイクル

神﨑良一 議員の
一般質問動画は
ここから→

問
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
の
更
新
は

問
貸
し
出
し
自
転
車
の
活
用
は
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高
齢
者
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

同
じ
時
間
に
移
動
し
て
行
き
た
い
の
で
は

今
年
度
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

見
直
し
も
検
討
し
て
い
く

西
中 
純
一

問 

マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
伴

い
路
線
廃
止
や
廃
業
が
行
わ

れ
た
。公
共
の
バ
ス
の
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。現

在
の
状
況
は
買
い
物
に
不
便

だ
と
か
、
空
車
が
多
い
と
か

い
う
こ
と
を
聞
く
。

現
在
の
バ
ス
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
と
幼
稚
園
バ
ス
の
空
い
た

時
間
で
運
行
し
て
い
る
。７

時
過
ぎ
か
ら
８
時
前
後
運
行

し
て
い
る
。そ
の
た
め
、例
え

ば
佐
伯
地
域
か
ら
だ
い
た
い

９
時
前
後
で
出
発
す
る
便
が

多
い
。８
時
台
に
出
て
も
病

院
へ
着
く
の
が
９
時
前
後
と

な
り
、
こ
れ
が
ミ
ス
マ
ッ
チ

に
な
っ
て
い
る
。高
齢
者
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
同
じ
時
間

に
病
院
へ
移
動
し
た
り
、
一

緒
に
混
乗
し
て
い
き
た
い
の

で
は
な
い
の
か
。増
便
を
行

う
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
あ

る
の
で
、
制
度
設
計
を
変
え

な
け
れ
ば
だ
め
で
は
な
い
の

か
。　答 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
試
行

運
行
し
４
月
か
ら
本
運
行
し

て
い
る
。４
年
を
迎
え
た
令

和
３
年
か
ら
、
ト
イ
レ
休
憩

の
確
保
等
を
考
え
て
、
佐
伯

和
気
間
の
直
行
便
を
23
便
か

ら
12
便
へ
集
約
化
を
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
切
り
離
し

て
運
行
と
な
る
と
財
政
負
担

も
増
え
る
の
で
、
当
面
は
現

状
の
運
行
方
法
を
継
続
す
る
。

今
年
度
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
見
直
し
も
検
討
す
る
。

問 

山
陽
や
吉
井
方
面
へ

の
増
便
と
、
歩
行
困
難
な
方

に
は
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
な

ど
考
え
て
ほ
し
い
。

　答 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　

赤
磐
市
広
域
路
線
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
早

朝
便
や
塩
田
地
区
へ
の
往
復

な
ど
便
数
の
増
加
と
、
料
金

の
半
額
化
も
予
定
し
て
い
る
。

山
陽
方
面
は
現
在
考
え
て
い

な
い
。タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
関
係
部
署
と
も

協
議
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
人
権
事
業
は
国
の
同

和
対
策
事
業
が
平
成
４
年

終
了
し
た
た
め
に
、審
議
会

に
諮
問
し
て
平
成
９
年
に

条
例
制
定
さ
れ
て
い
る
。諮

問
の
中
間
答
申
に
よ
る
と

実
体
的
な
差
別
は
解
消
し

た
と
言
え
る
。し
か
し
心
理

的
差
別
は
解
消
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、今

後
事
業
を
し
な
け
れ
ば
と

な
っ
て
い
た
。そ
れ
か
ら
25

年
の
年
月
が
経
つ
が
そ
ろ

そ
ろ
廃
止
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

   　答 
万
代 
教
育
次
長

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

差
別
事
象
の
続
発
や
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷

も
あ
り
、
町
の
人
権
問
題
に

関
す
る
意
識
調
査
に
お
い

て
部
落
差
別
を
見
聞
き
し

た
こ
と
が
あ
る
か
と
の
問

い
に
対
し
て
は
、
20
％
の
方

が
あ
る
と
回
答
さ
れ
て
い

る
。人
権
問
題
に
関
す
る
状

況
は
変
化
し
て
お
り
、
完
全

に
解
消
さ
れ
た
と
は
言
え

な
い
。引
き
続
き
研
修
や
啓

発
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

問 

運
動
団
体
へ
の
補
助

金
が
３
０
０
万
円
、
旅
費
２

０
０
万
円
交
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
す
ぐ
に
で
も
廃
止
し

て
、
手
弁
当
で
や
っ
て
も
ら

う
べ
き
で
は
。

　答 

永
宗 

総
務
課
長

　

部
落
解
放
同
盟
和
気
町
協

議
会
は
、
人
権
問
題
の
解
決

に
先
進
的
に
取
組
を
さ
れ
て

い
る
。今
後
も
行
政
と
の
協

働
に
よ
り
事
業
を
推
進
し
て

い
く
。廃
止
は
考
え
て
い
な

い
。

出
発
前
の
バ
ス

和
気
町
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
大
会
　
基
調
講
演

西中純一 議員の
一般質問動画は
ここから→

問
人
権
条
例
に
基
づ
く
事
業
の
縮
小
・
廃
止
を
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撮影場所：
撮影者：
コメント：

佐伯中学校
和気町スポーツ協会事務局
佐伯中学校を発着点に、片鉄ロマン
街道と吉井川左岸道を走路に行われ
た「和気町体力づくり駅伝大会」。全
国高校駅伝優勝の倉敷高校に刺激さ
れ、寒風に負けない２７０人の熱い
走りが卯の年の新春を飾りました。

p.20

この記事が出たひと月後には４年ごとの審判が待っている。今回から町費を使って
の選挙費用の補助が創設される。また、一方１５万円を法務局へ供託しなければな
らなくなる。田舎なれども議会は言論の府である。なんとしても和気町のことにつ
いてもっと真摯で真剣な議論がかわされることを望みたい。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西中　純一）

「３年ぶりにタスキをつなぐ駅伝大会」


